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両ダンゴの底釣り

＋ ＋

＋

● オールラウンドタイプ経時変化が極めて
少なく使いやすい

パウダーベイトスーパーボトム100㏄
＋真底100㏄＋
ダンゴの底釣り冬100㏄＋水150㏄

ネバリがあるがバラけるので、アタリが出だしたら、
10回ずつ状況を見ながら練り込んでいく。また、練り
込みだけではエサ持ちが悪く、食いアタリが出ないよ
うなら、「パウダーベイトボトム」を足して練り込む。

●使い方のコツと手直し

各エサをボウルに入れ、水を入れてまんべ
んなくかき回し、全体が混ざったところで、
２～３分放置する。放置して安定したら、20
回くらい練り込む。この練り込みがポイント
で、練り込みが足らないと、バラけが早くス
レやウワズリの原因となる。

●作り方

経時変化が少なく、手や指へのベタツキも
少ない。仕上がったエサは粘った感じだが、
水に入ると適度にバラけるので、なじみやバ
ラけ具合が掴みやすく、カラツンやスレが出
たときの手直しも簡単。

●特徴

●エサの大きさ
実寸大

直径10mm
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＋ ＋

ペレット系作り方が簡単で
管理釣り場での実績がある●

ペレ道100㏄＋
ペレ底100㏄
＋水80㏄

ペレットがふんだんに配合されていて、
重さがあり、適度なネバリとバラけ具合が
特徴。硬めに仕上がるので、そのまま小さ
く付けて釣るか、手水で軟らかくして、大
きめ（親指大）に付けるのも良い。いずれ
にしても、そのときの状況により、手水の
入れ方、練り込み方を調整する。

●特徴

「ペレ道」と「ペレ底」を一緒にボウルに入
れ、水を加えてかき回し、水が全体に染み込
んだらしばらく放置。２～３分経って安定し
たら、10回くらいかき回し、エサに空気を入
れてできあがり。

●作り方

手直しは手水と「ペレ底」の振りかけ調整。
なじんでからウキの動きがないようなら、手
水で少しずつ軟らかくして調整する。煽りが
きつくエサが持たないようなら、「ペレ底」を
振りかけて練り込む。

●使い方のコツと手直し

●エサの大きさ

～

実寸大

直径10mm

硬めのときは 直径15mm

直径20mm

軟らかくしたときは
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＋ ＋

●　　　 グルダンゴ系

真底100㏄＋
グルテンα21 200㏄
＋水300㏄

持たないときはエサ付けを大きめにするが、それ
でも持たないときは、手の甲で５回ずつ押し練りを
加える。逆に小さくつけても、ウキの戻りが悪いと
きは、手水を付けて押し練りしながら軟らかく調整
する。

●使い方のコツと手直し

「真底」と「グルテンα21」をボウルに入れたら、
粉のうちに良く混ぜる。そこへ水を入れたら、余
り時間をおかずに、すぐにかき回して、全体に水
がいき渡ったら５分くらい放置してから使う。作
りっぱなしを摘んで丁寧に丸めて、エサ付けする。

●作り方

新ベラ狙い、あるいは野釣りなど幅広
く使える。手水による手直しも簡単で硬
めに作ると底釣りに良く、軟らかくすれ
ば宙釣りでも使える。手水で手直しして、
ウワズったときは、硬めに作り直す。
「真底」が入っているので、かなり練り
込んでも、硬めに仕上がっても大丈夫だ。

●特徴

軽くて開き良く
集魚力抜群の

●エサの大きさ
実寸大

直径10mm
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両
ダ
ン
ゴ
の
底
釣
り
で
最
も
注

意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、

魚
を
宙
層
、
特
に
オ
モ
リ
よ
り
上

に
寄
せ
な
い
こ
と
だ
。

そ
れ
に
は
、
ま
ず
は
エ
サ
を
打

ち
す
ぎ
な
い
こ
と
。
宙
層
と
違
い

底
釣
り
の
場
合
は
多
く
寄
せ
た
ほ

う
が
良
い
と
い
う
こ
と
は
な
い
。

し
か
し
、
寄
せ
な
い
よ
う
に
し
過

ぎ
る
と
ア
タ
リ
が
な
く
な
っ
て
し

ま
う
。
適
度
に
バ
ラ
ケ
る
エ
サ
を

使
い
、
サ
ワ
リ
は
な
く
な
ら
な
い

よ
う
に
注
意
す
る
。

も
う
ひ
と
つ
は
、
エ
サ
を
バ
ラ

け
さ
せ
過
ぎ
な
い
こ
と
。
ネ
バ
リ

が
足
ら
な
い
と
エ
サ
は
途
中
で
バ

ラ
け
て
し
ま
い
、
宙
層
に
寄
せ
て

し
ま
う
。
そ
う
な
る
と
、
な
じ
ん

で
か
ら
の
ア
タ
リ
が
な
く
な
る
。

こ
れ
が
ウ
ワ
ズ
リ
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
タ
リ
の
取
り
方
で
、

落
ち
込
み
を
ア
ワ
せ
る
と
ウ
ワ
ズ

る
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
は

ア
ワ
せ
る
か
ら
で
な
く
、
落
ち
込

み
ア
タ
リ
が
出
る
エ
サ
だ
か
ら
だ
。

だ
か
ら
、
落
ち
込
み
ア
タ
リ
が
よ

く
出
る
と
き
は
、
練
り
込
み
に
よ

る
ネ
バ
リ
を
増
や
す
か
、
ネ
バ
リ

の
多
い
素
材
を
足
す
必
要
が
あ
る
。

ま
た
。
ネ
バ
リ
を
付
け
て
も
エ

サ
が
小
さ
い
と
ハ
リ
ス
の
倒
れ
こ

み
時
に
ア
タ
っ
て
し
ま
う
の
で
、

そ
う
い
っ
た
と
き
は
、
少
し
大
き

め
に
エ
サ
付
け
を
し
よ
う
。

●
釣
り
方
の
コ
ツ

■基本セッティング

竿●8～21尺

ミチイト●0.8～1.0号

ハリ●上下4～7号

ハリス●0.4号上27～50㎝、下32～60㎝

ウキ●8尺＝羽根寸8～
10㎝、15尺＝羽根寸11
～12㎝、21尺＝羽根寸
13～15㎝、パイプトップ
orムクトップ

●オモリ
実寸大

管理釣り場の場合は底が取れる最も短
い竿か最長の竿のどちらかにすると良く、
中途半端な長さだと、ウワズりやすく釣
りづらい。ウキは底釣り用の細身のボデ
ィがベストだが、浮力は大きいほうが釣
りやすいので、これでは大きすぎるかな
と思えるくらいのものを選択する。エサ
のなじみやバラけた後の戻しなど、基本
的な動きが出ないときはウキの大きさが
小さ過ぎる（浮力が足らない）と判断する。

15尺●0.25㎜厚
板オモリ
17㎜×25㎜

絡み止めタングステンオモリ

21尺●0.25㎜厚
板オモリ
17㎜×35㎜

8尺●0.25㎜厚
板オモリ
17㎜×15㎜

1ｇ ＋
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アタリがあるのに釣れないとき

この原因は次の３つが考えられます。
①ハリスが短いこと
②エサのネバリが足りないこと
③エサが小さいこと
①の場合は、10㎝を目安に長くすると良いでし
ょう。なじんでからカラツンだとしても、まずは
食いアタリが出る長さにすることが大切です。
②の場合は、開きが早いとなじんでからサワリ
だけで食いあたりになりません。10回を目安に練
りこんでいましょう。
③の場合は、エサが小さいことでアピールが足
らず、へら鮒を底へ向かせられていない状態です。
エサを大きくすることで興味を引かせます。

サワリがあるのになかなか食いアタリが出ないとき

この原因は次の２つが考えられます。
①ズラシが足らないとき
②エサが硬いとき
①の対処は、タナを３㎝ずつ深くして様子を
みましょう。逆にズラシすぎるとアタリがなく
なりますので、注意してください。カラツンと
アタリが出なくなるその間に正解のタナがあり
ます。
②はエサが硬すぎるため、吸い込んでもすぐ
吐き出すカラツンです。手水を付けて軟らかく
してみましょう。ここで、軟らかくした直後は
アタリがなくなることがあります。今までより
も軟らかくした分バラけるようになったため、
食いアタリにならなくなってしまうのです。こ
ういうときは、練りを加えてエサ持ちを良くし、
食いアタリが出るように調整します。同時にエ
サの大きさも変わることがあるので注意が必要
で、通常は大きくなることが多いです。

AQ&

AQ&

1

2
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